






ｔ ｌ

主
義
的
侵
略
の
道
を
突
き
進
も
う
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
ロ
本
帝
国
主
義
も
そ
う
し
た
、
ア
メ
リ
カ
帝

国
右
Å
と
の
同
盟
を
ょ
り
強
化
し
、
ア
ジ
ア
侵
略
の

中
心
軸
と
し
て
自
か
ら
の
位
置
を
設
定
し
ょ
う
と
し

撃
　
て
い
る
。

　
　
　
圭
二
九
松
二
年
の
沖
縄
「
返
還
」
に
続
く
日
本
帝

　
　
叫
七
義
の
沖
縄
へ
の
軍
事
的
・
経
済
的
進
出
は
、
そ

游発行１９７５年７月１０目(7)

う
し
た
ア
ジ
ア
の
革
命
と
反
革
命
の
攻
防
の
重
大
な

環
と
左
む
つ
つ
あ
・
る
。
ま
た
、
朴
軍
事
独
裁
政
権
の

フ
ァ
シ
ズ
ム
以
上
の
階
級
抑
圧
・
弾
圧
の
嵐
は
、
こ

う
し
た
米
一
日
の
ア
ジ
ア
反
革
命
の
重
大
々
支
柱
で

あ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。
米
日
帝
国
主
義
は
、

沖
縄
Ｉ
「
韓
国
」
を
反
革
命
の
拠
点
、
砦
に
転
化
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
反
革
命
を
準
備
し
て
い

る
の
だ
。

　
こ
う
し
た
情
勢
下
民
あ
っ
て
、
沖
縄
人
民
、
「
韓

国
」
の
労
働
者
・
学
生
の
闘
い
は
日
増
に
拡
大
Ｉ
深

化
し
て
い
る
。
沖
縄
に
於
け
る
海
洋
博
・
Ｃ
Ｔ
Ｓ
建

社
共
の
人
民
戦
線
的
統
一
戦
線
（
政
治
）
を
安
全
弁
　
　
　
お
　
７
／
1
7
・
1
9
闘
争
を
準
備
し
、
沖
縄
人
民

と
す
る
体
制
で
あ
り
、
そ
の
存
立
基
盤
は
、
「
7
4
春
　
　
　
　
と
連
帯
ｔ
て
闘
い
抜
け
冷
・

闘
」
に
お
い
て
総
評
民
間
が
逆
説
的
に
告
白
せ
ね
ば
　
　
　
、
づ
　
島
添
さ
ん
（
沖
電
気
）
不
当
差
別
解
雇
の

万
ら
‘
な
か
っ
た
如
く
「
弱
者
」
の
犠
牲
と
、
「
弱
者
　
　
　
　
撤
回
闘
争
に
勝
利
せ
よ
汐
沖
縄
人
民
へ
の
差

の
系
列
化
」
　
（
差
別
と
分
断
）
の
Ｌ
に
立
っ
た
体
制
　
　
　
　
別
分
断
攻
撃
を
許
す
万
々
・

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
ィ
ン
ド
シ
ナ
ー
‘
　
　
②
　
日
帝
の
朝
鮮
侵
略
・
朴
独
裁
政
権
の
反
革

ア
ラ
ブ
革
命
戦
争
の
前
進
に
規
定
さ
わ
た
Ｔ
笛
国
主
　
　
　
命
攻
撃
を
日
Ｉ
「
韓
」
人
民
の
連
帯
に
ょ
っ
て

義
の
危
機
」
に
立
ち
至
る
や
、
ィ
タ
リ
ア
共
産
党
の
　
　
　
粉
砕
せ
よ
力
・

「
歴
史
的
大
妥
協
」
の
如
く
に
自
己
の
既
得
権
防
衛
　
　
　
④
　
日
「
韓
」
定
期
閣
僚
会
議
粉
砕
冷
・
人
管
体

の
た
め
に
、
ガ
ィ
ド
ラ
ィ
ン
ヘ
の
屈
服
を
開
始
す
る
　
　
　
　
削
粉
砕
一
も
ヴ
・

の
は
必
然
で
あ
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
・
Ｃ
等
の
帝
国
主
　
　
　
㈲
　
在
日
朝
鮮
人
に
対
す
る
政
治
的
Ｉ
経
済
的

義
労
働
運
動
の
位
相
へ
と
接
近
を
み
せ
て
い
る
の
で
　
　
　
　
攻
撃
粉
号
ヴ
民
族
差
別
排
外
主
義
粉
砕
冷
・

あ
・
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
1
0
／
１
天
皇
派
米
を
阻
庄
せ
ょ
ぶ
。

　
爾
し
た
が
っ
て
、
我
々
は
、
こ
う
し
た
春
闘
構
造
　
　
④
　
1
0
／
3
1
狭
山
差
別
有
罪
判
決
糾
弾
闘
争
に
勝

そ
の
も
の
を
打
ち
破
ら
万
い
か
ぎ
り
、
日
本
の
労
働
　
　
　
利
せ
ょ
ふ
・

運
動
は
一
歩
も
前
進
し
得
ぬ
こ
と
を
確
認
せ
ね
ば
万
　
　
　
・
柔
　
石
川
氏
奪
還
冷
・

ら
な
い
・
そ
し
て
ヽ
そ
れ
は
同
時
に
経
済
闘
争
に
政
　
　
　
屈
）
　
部
落
完
全
解
放
冷
・

治
闘
争
を
接
木
す
る
市
民
的
政
治
闘
争
の
位
相
を
越
　
叫
　
「
春
闘
構
造
」
を
解
体
し
、
対
外
侵
略
と
産
業

設
反
対
運
動
の
激
化
・
「
韓
国
」
に
お
け
る
反
日
・
　
え
る
も
の
と
し
て
確
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
・
　
　
　
　
合
理
化
に
抗
し
、
プ
ロ
独
派
の
政
治
潮
流
を
形
成

反
朴
の
学
生
・
労
働
者
の
闘
い
、
東
亜
日
報
で
の
ィ
　
　
労
活
運
動
吃
既
成
の
政
党
Ｉ
労
組
構
造
へ
の
自
　
　
せ
よ
冷
・

ど
ア
リ
ゲ
゛
チ
ヤ
の
闘
い
と
ヽ
そ
の
闘
い
は
枚
挙
の
　
然
発
生
的
｀
な
労
働
者
の
反
乱
を
基
礎
に
し
て
形
成
さ
　
　
①
ゝ
帝
国
主
義
労
働
運
動
と
社
会
排
外
主
義
と
対

い
と
ま
が
な
い
ｏ
我
4
r

t
y
　
&
J
C
J
4
!
闘
い
と
連
帯
　
れ
て
き
た
が
ヽ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ヽ
今
や
再
汽
労
　
　
　
決
し
、
依
命
的
労
働
運
動
を
形
成
せ
よ
冷
・

す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
米
日
帝
国
主
義
の
ア
ジ
ア
反
　
活
運
動
の
中
に
も
政
党
Ｉ
労
組
構
造
が
持
ち
こ
ま
れ
　
　
②
　
革
命
勢
力
Ｉ
人
民
に
対
す
る
差
別
・
分
断
と
ヽ

革
命
と
対
決
す
る
こ
と
が
、
今
日
、
日
本
労
働
者
・
　
ょ
う
と
し
て
い
る
ｏ
戸
村
選
挙
を
媒
介
と
し
た
゛
選
　
　
　
破
防
法
攻
撃
（
刑
法
改
悪
・
保
安
処
分
新
設
）

人
民
に
問
わ
れ
て
い
る
重
大
な
政
治
的
任
務
で
あ
・
る
　
挙
）
闘
争
の
労
活
運
動
へ
の
第
四
イ
ン
タ
ー
に
よ
る
　
　
　
を
許
す
な
ぷ
・

と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
ち
込
や
ヽ
ま
た
労
活
を
市
民
的
統
一
戦
線
の
一
翼
　
旧
　
諸
潮
流
の
第
ニ
ィ
ン
タ
ー
化
（
排
外
主
義
化
）

　
Ｊ
な
ぜ
な
ら
ば
ヽ
こ
う
し
た
反
革
命
攻
Ｉ
Ｍ
’

４
　
Ｍ
Ｓ
Ｊ
込
も
う
と
い
う
第
四
イ
ン
タ
ー
系
の
策
動
は
　
　
に
抗
し
、
革
命
的
労
働
者
・
学
生
・
人
民
の
戦
闘

に
「
韓
国
」
－
沖
縄
を
は
じ
め
と
す
る
「
ア
ジ
ア
」
　
労
活
内
の
組
合
主
義
的
傾
向
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
　
　
陣
型
を
構
築
せ
ょ
ぶ
・

に
の
み
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
忿
く
、
日
本
帝
国
　
っ
て
（
政
党
Ｉ
労
組
）
構
造
の
（
新
左
翼
版
）
を
生
　
　
　
主
　
　
催

主
義
の
国
内
抑
圧
の
全
体
系
’
気
こ
う
し
た
ア
ジ
ア
　
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
ｏ
都
知
事
選
や
黒
田
選
挙
に
　
　
　
関
東
労
働
者
共
同
闘
争
委
員
会

反
革
命
と
歩
・
凋
を
あ
Ｉ
わ
せ
て
進
行
し
て
い
る
か
ら
で
　
見
ら
れ
る
第
四
ィ
ｙ
タ
ー
ー
の
動
き
は
、
ま
さ
に
、
第
　
　
　
首
都
青
年
労
働
者
社
会
主
義
研
究
会

あ
る
。
爆
弾
闘
争
に
対
す
る
破
防
法
攻
撃
の
拡
大
を
　
ニ
ィ
ｙ
タ
ー
化
＾
排
外
主
義
゛
　
へ
の
道
で
あ
る
・
　
　
　
　
全
都
学
生
活
勘
考
会
議



一 一 一 - 一 一- －

と
い
う
旧
来
の
刑
法
に
な
い
処
罰
対
象
の
拡
大
は
刑

事
処
分
か
ら
行
政
処
分
に
至
る
優
れ
て
階
級
的
内
容

を
持
っ
て
い
る
」
そ
し
て
「
刑
法
改
悪
が
刑
法
全
体

の
破
防
法
化
と
言
え
る
な
ら
ば
、
保
安
処
分
の
新
設

撃
　
　
は
刑
法
の
保
安
処
分
化
と
言
え
る
。
そ
れ
ら
は
「
一

つ
の
綴
か
ら
出
た
２
つ
の
花
』
の
如
く
革
命
を
目
ざ

ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
保
安
処
分
に
つ
い
て
は
「
社

　
　
　
す
者
が
直
向
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
本
問
題
を
含

游

会
の
安
全
」
を
名
目
に
、

革継べ
命ぎ卜

ナ
ゝ

の

一
公
僕
」
　
一
毫
聯
渚
」
謡
を
な
け
方
円
一
フ
ト
ジ
イ

キ
自
重
」
を
組
織
的
に
ふ
れ
ま
わ
り
、
日
其
の
「
民

商
」
　
「
細
胞
」
に
先
陣
を
切
ら
し
て
「
自
警
順
一
を

組
織
さ
せ
、
闘
う
青
年
・
学
生
を
権
力
に
先
リ
わ
た

し
て
き
た
事
実
は
覆
い
が
た
く
反
革
命
以
外
何
物
で

も
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
。
出
家
の
二
面
性

を
「
二
つ
の
戦
術
」
の
基
礎
の
ご
と
く
主
張
し
、
公

然
と
闘
う
勢
力
に
敵
対
す
る
日
其
は
、
増
々
反
プ
ロ

発行１９７５年７月１０日。⑩

の
陣
椙
に
つ
く
よ
ｃ
Ｍ
Ｗ
Ｑ
‐
Ｑ
ｒ
Ｑ
‐

ｇ
４
ｎ
ｊ
　
／
ｕ

の
６
・
1
0
集
会
の
意
義
を
高
く
評
価
し
断
固
支
持
す

る
。
全
地
区
職
場
に
破
防
法
と
闘
う
会
を
組
織
し
、

全
力
を
あ
げ
帝
国
七
義
の
抑
圧
に
抗
す
る
闘
い
を
つ

く
れ
Q
.
　
吐
桟
の
排
外
主
義
を
粉
砕
し
、
一
部
の
第

ニ
イ
ン
タ
ー
化
の
傾
向
を
実
力
闘
争
で
打
ち
や
ぶ
ろ

う
’
７
・

公
然
と
「
精
神
障
害
者
」
　
レ
タ
リ
ア
的
思
想
の
純
化
、
「
民
商
」
を
基
礎
と
し

ム
・
イ
ン
ド
シ
ナ
革
命
勝
利
の
地
平
を
受
け

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
人
民
と
と
も
に
世
界

最
前
線
へ
／

５
・
2
9
リ
ツ
ダ
闘
争
三
周
年
集
会
報
告

　
全
て
の
同
志
諸
君
／
「
游
撃
」
読
者
諸
　
の
歴
史
的
勝
利
は
、
た
だ
ち
に
国
境
を
　
新
た
な
階
級
闘
争
の
地
平
に
踏
ま
え
、
　
と
し
た
世
界
帝
国
主
義
は
、
そ
の
危
機

君
／
　
去
る
五
月
二
九
日
、
東
京
千
駄
越
え
た
巨
大
な
革
命
の
波
動
と
な
っ
て
、
外
に
向
か
っ
て
は
、
米
帝
へ
の
史
な
る
　
の
深
さ
に
見
合
っ
た
、
コ
層
絶
望
的
な

谷
区
民
会
館
に
お
い
て
、
リ
ッ
ダ
闘
争
　
ラ
オ
ス
愛
国
戦
線
の
右
派
放
逐
を
は
じ
追
撃
戦
を
、
内
に
向
か
っ
て
は
、
社
会

三
周
年
パ
レ
ス
チ
ナ
人
民
連
帯
、
ィ
ン
　
め
、
タ
イ
、
ビ
ル
マ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
主
義
建
設
を
力
強
く
敢
行
し
て
い
る
。

ド
シ
ナ
革
命
戦
争
勝
利
国
際
連
帯
集
会
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
に
お
け
る
武
装
革
命
勢
　
　
か
か
る
一
個
一
一
重
の
課
題
を
有
し
た

が
か
ち
と
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
す
る
。
　
力
の
大
攻
勢
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
の
　
イ
ン
ド
シ
ナ
革
命
闘
争
の
永
続
的
推
進

ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
シ
ナ
革
命
の
勝
利
　
革
命
の
波
は
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
、
ア
　
は
、
米
帝
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
帝
国

的
前
進
と
い
う
素
請
し
い
情
勢
の
下
で
　
フ
リ
カ
に
お
い
て
、
そ
し
て
ア
ラ
ブ
に
　
主
義
の
反
革
命
新
秩
序
形
成
策
動
に
対

聞
か
れ
た
、
こ
の
国
際
連
帯
集
会
の
意
　
お
い
て
も
、
「
第
三
世
界
」
人
民
の
戦
す
る
一
大
痛
打
で
あ
る
と
諮
わ
な
け
れ

義
は
極
め
て
直
火
で
あ
る
と
い
わ
な
け
　
後
帝
国
主
義
支
配
秩
序
に
対
す
る
総
反
ば
な
ら
な
い
。
今
や
、
後
進
国
支
配
を

れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乱
を
強
く
力
づ
け
た
。
勿
論
、
イ
ン
ド
　
打
ち
砕
か
れ
、
本
国
に
お
い
て
も
、
そ

　
四
・
一
ヒ
プ
ノ
ン
ペ
ン
解
放
、
四
・
　
シ
ナ
革
命
闘
争
は
、
今
次
勝
利
を
も
っ
　
の
寄
生
性
と
腐
朽
性
を
さ
ら
し
て
、
労

三
〇
サ
イ
ゴ
ン
解
放
と
し
て
実
現
さ
れ
　
て
終
了
し
た
訳
で
は
な
い
。
イ
ン
ド
シ
　
偽
者
階
級
の
革
命
的
蜂
起
の
予
兆
に
追

た
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
革
命
勢
力
　
ナ
人
民
は
、
こ
の
勝
利
の
切
り
拓
レ
だ
　
い
つ
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
米
帝
を
は
じ
め

Ｃ

反
革
命
秩
序
形
成
を
策
動
し
て
い
る
。

我
々
が
「
縮
小
均
衡
化
路
線
」
と
呼
ん

で
き
た
帝
国
主
義
の
こ
の
新
戦
略
は
、

ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
か

ら
の
米
帝
軍
の
撤
退
７
に
反
共
軍
事
防
衛

ラ
イ
ン
の
一
定
の
後
退
と
、
米
且
’
韓
」

反
革
命
新
秩
序
の
形
成
と
し
て
実
現
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
（
詳
し
く
は
「
游

撃
」
五
・
六
号
、
八
号
を
見
よ
）
　
か
か
る

策
動
は
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
そ
し

て
と
り
わ
け
イ
ン
ド
シ
ナ
と
並
ぶ
世
界

革
命
の
人
床
と
し
て
の
ア
ラ
ブ
に
お
い




